











































A Lexical Comparison of the Heian Period and the Muromachi Period  
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を調査すると，図 1（延べ語数），図 2（異なり語数）のようになる 5。この語種情報はコーパ
スに付与されているものを用いているが，そこで「外来語」とされるもののほとんどは，梵
語由来の語（「菩提」「旦那」など）である。
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図 2　語種構成比率（異なり語数）
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Abstract: In this paper, I investigate lexical changes from Heian Wabun to Muromachi Kyogen 
using the Corpus of historical Japanese. The results show that the number of Sino-Japanese words 
and hybrid words increased significantly overall. The results also show that such words increased 
significantly in the high-frequency basic vocabulary, and that their semantic range expanded. 
These changes are due not only to the time diﬀerence but also to the genre diﬀerence. Based on 
these results, I discuss the significance of diachronic corpora for historical studies of Japanese 
and also some of the problems that arise.
基幹型共同研究プロジェクト「通時コーパスの設計」
プロジェクトリーダー　田中牧郎
（明治大学 国際日本学部 教授／国立国語研究所 言語資源研究系 客員教授）
プロジェクトの概要
平安時代の和文，鎌倉時代の説話，室町時代の狂言，江戸時代の洒落本，明治・大正時代
の雑誌などを対象とした，「通時コーパス」のモデルを試作することを通して，通時コーパ
ス設計における重要問題について研究する。具体的には，①どのような観点で資料を選定す
るか，②古典本文をどのように電子化しどのような情報（異文，原文表記，異体字，引用，
文体など）を付与するか，③各時代の文法・語彙に対応した形態素解析をどのように行うか，
などについて，コーパスの試作と活用を通して明らかになる諸問題を解決するための検討を
行うことで，通時コーパス構築のための理論的な検討を十分に重ねていく。試作したコーパ
スを共同研究者が活用してどのような日本語史研究が実施できるかを持ち寄って発表する研
究会を重ね，コーパスを評価しつつ，本格的に構築するコーパスの設計を固めていく。
